
Title ポル・ヅムトール「ロマン期の詩の言語と詩法」
Sub Title Langue et techniques poétiques à l'époque romane (XIe-XIIIe siècles), by Paul Zumthor
Author 松原, 秀一(Matsubara, Hideichi)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1966

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.22, (1966. 11) ,p.23- 26 
JaLC DOI
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00220001-

0023

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


「一一寸

書

評

ン
期
の
詩
の
言
語
と
詩
法
」

思
己

N
E
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F
R
H
F
g
m
5
2
8
の
F
E
ρ
g
ω旬
。
b
t
ρ
5
ω
h
w
円
。
旬
。
ρ
5
8
g
m
g
o

（
凶T
l
M内
田
町
自
ゅ
の
目
。
ω
）

ポ
ノレ

・
ヅ
ム
ト
l

ル
一「

ロ

ーマ

松

原

秀

著
者
ヅ
ム
ト
l

ル
氏
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
ロ
マ
ン
ス
語
学
文
学
の
教
授
で
、
そ
の
仏
・
独
の
諸
研
究
誌
に
発
表
す
る
中
世
文
学
に
お
け
る
修
辞
法
の- 23 -

諸
論
究
は
広
く
学
界
の
注
目
を
蒐
め
て
い
る
が
、
乙
乙
に
取
り
上
げ
る
著
書
は
、
氏
の
諸
研
究
を
方
向
づ
け
る
基
礎
理
論
と
云
え
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
研
究
は
一
九
三
八
年
の
ベ
デ
ィ
エ
の
死
の
頃
よ
り
新
ら
し
い
局
面
を
展
開
し
出
し
た
と
云
え
、
戦
後
の
研
究
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の
中
世
発
見
よ
り
始
ま
る
ロ
マ
ン
派
的
な
文
学
民
衆
起
源
論
、
「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
」
的
中
世
人
の
観
念
が
ベ
デ
ィ
エ
、
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
、

近
く
は
G

・
コ

l

ア
ン
等
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
中
世
作
家
の
独
創
性
及
至
は
個
性
の
認
識
が
お
こ
る
と
、
同
時
に
十
九
世
紀
ま
で
は
中
世
文
学
の
主
流
と
さ

れ
て
来
た
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
作
家
を
、
む
し
ろ
歴
史
家
の
手
に
委
ね
た
感
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
俗
語
文
学
と
ラ
テ
ン
語
文
学
を
互
い
に
異
質
な
平
行
す
る

文
学
と
捉
え
さ
せ
る
結
呆
と
な
っ
た
。
こ
の
顕
著
な
表
わ
れ
を
我
々
は
ア
ノ
ト
！
の
「
フ
ラ
ン
ス
史
」
第
十
二
巻
の
「
文
学
史
」
が
ピ
カ
ヴ
ェ
の
ラ
テ
ン
語
文

学
史
と
ベ
デ
ィ
エ
・
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
の
俗
語
文
学
史
と
を
併
置
し
て
い
る
こ
と
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
ち
ろ
ん
ラ
テ
ン
語
文
学
又
は
ラ
テ
ン
文
学
の
俗
語
文

学
へ
の
影
響
は
常
に
認
め
ら
れ
て
中
世
ラ
テ
ン
文
学
史
も
マ
ニ
テ
ィ
ウ
ス
、
ピ
カ
ヴ
ェ
、
ゲ
リ
ン
ク
等
す
ぐ
れ
た
労
作
が
書
か
れ
て
来
た
が
、
乙
の
二
者
は
別

個
に
取
扱
い
得
る
も
の
と
さ
れ
て
来
た
。
従
っ
て
今
世
紀
に
入
つ
て
の
イ
タ
ロ
・
シ
チ
リ
ア
l

ノ
、
E

・
フ
ァ
ラ
ル
等
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
中
世
文
学
の

役
割
り
の
重
視
も
俗
語
文
学
へ
の
ラ
テ
ン
語
文
学
の
働
ら
き
か
け
を
捉
え
る
面
か
ら
の
再
評
価
と
云
え
る
。
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
文
学
も
俗
語
文
学
も
同
質
の
活



動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
今
次
大
戦
中
の
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
労
作
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
中
世
ラ
テ
ン
世
界
」
何
日

o
Z
5
Z

ピ
Z
E
吉
岡
ロ

E
S
E
E
m
o
v
g

冨
豆
巳
釦
】
件
。
円
が
初
め
て
大
規
模
に
行
っ
た
と
云
へ
ょ
う
。

ヅ
ム
ト
l

ル
氏
は
一
九
五
四
年
に
出
版
し
た
優
れ
た
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
」
自
己
包
括
宮
芯
円
包
括
r
S
F
8
8

冨
匙
広
g
z

に
よ
っ
て
、

語
に
よ
る
文
学
も
俗
語
に
よ
る
文
学
と
等
し
く
中
世
フ
ラ
ン
スz
p
g
g

自
注
広
S
Z

の
文
学
活
動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
試
み
、
文
学
を
上
部
構
造
と
し

て
、
そ
れ
の
生
れ
た
社
会
の
変
遷
の
中
に
位
置
づ
け
る
立
場
を
貫
ぬ
い
た
。
乙
れ
は
ヅ
ム
ト
i

ル
氏
が
早
く
か
ら
w
・
フ
ォ
ン
・
ワ
ル
ト
プ
ル
ク
の
構
造
主
義

－
フ
－
ア
ン

的
な
史
的
言
語
理
論
の
立
場
に
立
っ
て
社
会
史
的
な
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
展
の
問
題
に
（
君
。

3
2
5

仏
印
R
v
g

）
通
じ
て
い
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
可
き
で
あ

り
、
ヅ
ム
ト
l

ル
氏
は
こ
の
領
域
に
於
て
も
現
在
刊
行
中
の
ワ
ル
ト
プ
ル
ク
氏
の
フ
ラ
ン
ス
語
語
源
辞
典
（
司
何
者
）
に
約
二
百
五
十
項
目
を
執
筆
し
て
い
る

他
、
多
く
の
論
究
が
あ
る
。
（t
b
胃
8
2

皆
目
。
て

d
b
E
o－
－

N
S
E
F

戸
円
・
ヨ
ロ
－
F
凶
〈
H・
h
a
F
o
g
s
－o

骨
・
呂
田
0
・
同3
v
B
0・J「g
g
a
e

－
－
口
問
・
。
同
円
四

O

E
3
・
園
”
H

・
R

・
何
件
対
自
。
Z
E
o－
－
吉
田
山
言
。
－

o

包
g
w
可
。
見
切
のVE
P
当
・
〈
・
4司
ω
立
宮
円
m
－
止
の
・
）

こ
の
よ
う
な
ヅ
ム
ト
l

ル
氏
の
単
語
の
意
味
領
域
の
史
的
変
化
へ
の
関
心
は
当
然
、
作
品
研
究
に
於
て
は
作
家
の
語
・
語
法
の
選
択
、
即
ち
文
体
の
問
題
に

向
け
ら
れ
、
文
体
を
厳
密
な
史
的
条
件
の
枠
と
の
関
連
に
於
て
考
え
、
中
世
の
詩
の
言
語
の
位
置
を
定
め
る
努
力
と
し
て
表
わ
れ
る
。
既
に
一
九
六
O
年
に

- 24 ー

問
。g
o

向
日g
m
a
g
s

田
宮
S
ω
E
g

誌
に
発
表
し
た
論
文
U
S
ロ
目
。
E
Z
B
o
g
g
o
E

で
定
義
さ
れ
た
中
世
に
於
け
る
冨
o
E
B
g
p

構
成
を
意
識
し
受
容
者

の
立
場
を
考
慮
し
た
言
表
の
問
題
が
再
び
取
上
げ
ら
れ
、
中
世
の
詩
語
が
本
質
的
に
等
質
集
団
内
の
所
謂
「
通
」
（
コ
ネ
ス

l

ル
）
聞
の
言
語
、
結
社
員
閣
の

テ
タ
ニ
シ
テ

言
語
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
感
興
を
高
度
の
技
法
に
よ
っ
て
不
易
な
形
に
結
晶
さ
せ
る
こ
と
、
即
ち
モ
ニ
ュ
マ
ン
化
で
あ
っ
た
事
を
指
摘

グ
ラ
マ
テ
イ
カ

し
て
い
る
。
ダ
ン
テ
が
俗
語
を
し
て
不
易
文
学
の
域
に
達
せ
し
め
る
（40
ぽ
ω
日
告

5

可
。
）
と
云
う
の
も
俗
語
を
モ
ニ
ュ
マ
ン
化
の
技
法
に
耐
え
さ
せ
時
間
、

ア
ル
ス

空
間
の
罵
粋
を
脱
せ
し
め
る
技
法
の
探
求
で
あ
っ
た
。

詩
人
に
求
め
ら
れ
た
の
は
詩
人
自
身
の
体
験
の
告
白
で
も
内
心
の
直
接
の
発
露
で
も
な
く
、
既
に
詩
人
以
前
に
撰
ば
れ
た
語
句
を
組
合
せ
て
、
既
に
伝
承
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
ク
テ
ィ
ず
な
場
面
の
一
つ
を
借
り
、

一
つ
の
純
粋
な
「
調
和
」
の
世
界
を
創
り
出
す
技
術
で
あ
っ
た
。
ヅ
ム
ト
i

ル
氏
は
詩
に

つ
か
わ
れ
る
語
句
が
既
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
重
視
し
、
こ
れ
を
鍵
盤
に
醤
へ
、
詩
人
の
即
興
も
乙
の
鍵
盤
操
作
で
あ
る
と
し
、
乙
の
技
法
と
し
て



シ
ャ
ン

の
詩
的
世
界
の
統
一
が
破
れ
る
の
を
十
三
世
紀
の
ロ
マ
ン
の
出
現
に
よ
る
と
す
る
。
ロ
マ
ン
は
詩
の
形
で
書
か
れ
で
も
「
歌
う
乙
と
」
よ
り
も
「
告
白
」
を
目

同
7
2
J
1
a
p

す
る
点
で
以
上
の
べ
た
不
易
性
を
目
さ
ず
、
従
っ
て
改
作
さ
れ
、
次
い
で
散
文
に
発
展
し
て
行
く
。
十
三
世
紀
に
書
か
れ
た
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
詩
人
の
「
伝
記
」

が
作
品
の
内
に
詩
人
の
告
白
を
見
て
構
成
さ
れ
た
事
は
ヅ
ム
トi
ル
氏
に
よ
れ
ば
典
型
的
に
こ
の
転
回
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
る
。

ク
ラ
ヴ
イ
エ

乙
の
ヅ
ム
ト
l

ル
氏
の
「
鍵
盤
」
と
云
う
考
へ
方
は
従
来
、
武
勲
詩
の
延
長
上
に
ロ
マ
ン
を
捉
へ
、
持
情
詩
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
の
北
上
を
そ
れ
に
平
行

す
る
と
考
へ
て
来
た
文
学
史
理
解
上
の
定
型
に
対
し
て
、
一
方
に
鍵
盤
を
持
つ
も
の
と
し
て
聖
者
伝
（
聖
レ
オ
デ
ガ
リ
ウ
ス
伝
、
ク
レ
ル
モ
ン
の
キ
リ
ス
ト
受

シ
ャ
ン

難
記
、
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
等
）
武
勲
詩
、
持
情
詩
を
、
他
方
に
鍵
盤
を
持
た
ず
「
歌
う
こ
と
」
よ
り
も
「
告
白
」
に
傾
む
く
「
小
説
」
を
対
置
す
る
事
と
な

り
、
最
近
の
諸
学
者
が
内
容
上
ロ
マ
ン
を
「
歴
史
」
の
延
長
上
に
お
き
、
聖
者
伝
の
延
長
上
に
「
武
勲
詩
」
を
置
き
対
比
す
る
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
。

「
鍵
盤
」
は
言
語
を
日
用
の
次
元
か
ら
モ
ニ
ュ
マ
ン
の
言
語
に
転
回
さ
せ
る
技
法
の
一
つ
で
あ
る
が
ヅ
ム
ト
l

ル
氏
は
乙
の
転
回
の
技
法
を
三
つ
数
え
る
。

第
一
は
「
旋
律
に
よ
る
転
回
」
で
モ
ニ
ュ
マ
ン
は
歌
わ
れ
、
歌
わ
れ
ぬ
日
常
の
言
語
と
対
比
さ
れ
る
。
第
二
は
「
韻
律
に
よ
る
転
回
」
で
モ
ニ
ュ
マ
ン
は
日
常

ア
ル
カ
イ
ス
ム

の
言
語
の
持
た
ぬ
律
動
を
持
つ
。
第
三
は
「
修
辞
法
に
よ
る
転
回
」
で
古
語
法
雅
語
や
云
い
廻
し
に
よ
っ
て
モ
ニ
ュ
マ
ン
の
言
語
は
日
常
の
と
異
な
る
。
モ
ニ

ュ
マ
ン
は
こ
の
ど
れ
か
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
こ
の
三
つ
の
転
団
法
を
あ
わ
せ
持
つ
の
は
持
情
詩
と
武
勲
詩
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
を
あ
わ
せ
持
つ
も
の
を
ヅ

ム
ト
l

ル
氏
は
「
ロ
マ
ン
期
の
詩
」
と
呼
び
、
パ
ス
ト
ウ
レ
ル
、
ア
ダ
ン
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ア
ル
の
詩
、
ジ
ョ
フ
レ
・
ド
・
リ
ュ
デ
ル
の
詩
等
の
分
析
に
よ
っ
て

「
修
辞
法
に
よ
る
転
回
」
の
細
か
い
技
法
の
問
題
を
追
求
し
伝
統
的
に
詩
に
使
わ
れ
る
語
句
に
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
例
え

ヴ
ア
リ
マ
ン
ト

ば
春
の
テ
l

マ
に
は
小
鳥
が
出
て
来
る
が
、
そ
と
に
典
型
的
な
の
はe
g

吉
田
F
E

包
w
号
円

p
g

笠
宮
M
o－
－n
v
g
g
F官
。
ぽ
円
で
あ
り
、
乙
れ
の
変
型
件
。

5

・

2

芯
w
n
v
g昨w
a
m
o－
－
で
あ
り
、
愛
を
求
め
る
テl
マ
で
は

B
R
a
w－
t
b・
2
g
R

－2

・
官
。
芯
同
等
で
語
法
も
限
定
さ
れ
る
。
乙
乙
で
は
出
口
O
M
g
o
g
F
仏
0
5
0

含
B
0

・
－o
E
員
と
云
っ
た
一
連
の
語
句
が
使
わ
れ
る
。
も
し
田
園
風
愛
で
あ
る
と
の
ω
ユ
ロ
回
目
ザ
：
。8
2
S
白
0
・
m官
民
子
忠
良
O

門
官
色
と
云
う
よ
う
な
語
群

レ
P
ス
ト
レ

と
な
る
。
こ
の
テ
l

マ
に
よ
る
用
語
群
の
違
い
を
ヅ
ム
トl
ル
氏
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
法
上
の
「
ス
ト
ッ
プ
」
操
作
に
醤
え
る
。

エ
ム
汀1
ル
レ

P
ス
ト
ル

と
の
三
つ
の
「
転
回
」
と
「
音
栓
」
の
観
念
は
（
私
見
で
あ
る
が
国
文
学
に
も
有
効
と
思
わ
れ
る
）
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
で
も
最
近
大
き
な
問
題
と
さ
れ
る

「
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
の
誓
い
」
「
聖
女
エ
ウ
ラ
リ
ア
」
「
キ
リ
ス
ト
受
難
」
「
ス
ポ
ン
ス
ス
」
等
の
中
の
ラ
テ
ン
語
語
棄
の
存
在
の
問
題
、
文
、
俗
語
と
ラ
テ
ン

- 25-



語
を
混
用
す
る
「
カ
ル
ミ
ナ
」「
バ
ル
バ
ロ
レ
ク
シ
ス
」
の
問
題
、
レ
ン
ボ
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ケ
イ
ラ
ス
の
六
ヶ
国
語
に
よ
る
巴

o
m
g
立
の
問
題
等
に
新
し
い

光
を
投
げ
る
と
共
に
ロ
マ
ン
等
に
お
け
る
諸
方
言
の
混
在
を
技
法
の
面
か
ら
見
る
一
つ
の
示
唆
を
与
へ
る
も
の
で
あ
る
。

乙
の
修
辞
法
の
分
析
は
、
多
く
の
作
品
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
、
南
仏
か
ら
北
上
す
る
持
情
詩
に
北
仏
が
ラ
テ
ン
文
学
に
は
な
い
修
辞
法
上
の
改
革
を
行
っ
た

事
を
明
ら
か
に
し
、
ロ
マ
ン
期
の
詩
法
が
語
棄
の
上
か
ら
見
る
と
か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
ワ
l

ス
の
語
葉
は
五
千
、
ク
レ
チ
ャ

ン
は
六
千
と
云
わ
れ
る
が
道
具
語
を
除
い
た
実
体
詞
は
極
め
て
少
な
く
持
情
詩
で
は
二
、
三
百
語
と
云
う
。
脚
韻
に
用
い
ら
れ
る
語
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
従
前
か
ら
し
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
ロ
マ
ン
期
の
詩
が
用
語
の
豊
富
さ
、
体
験
の
分
析
を
目
ざ
さ
ず
、
嘗
っ
て
ロ
ベ
ー
ル
・
ギ
ェ
ッ
ト
氏
が

p
g
o

円
四g

m
a
g
s
m
E
B

包
思
∞
巴
お
で
一
去
っ
た
よ
う
に
「
そ
の
価
値
は
伝
統
に
よ
っ
て
既
に
撰
ば
れ
た
と
云
え
る
語
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
語
の
用
い
方
、
重
さ
、
と

ク
ワ
ド
リ
ヴ
イ
ウ
ム

そ
の
位
置
か
ら
定
ま
る
」
形
式
、
調
和
を
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
腕
の
冴
え
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
、
詩
は
四
学
科
の
音
楽
、
数
学
に
通
じ
る

も
の
と
云
え
よ
う
。

ヅ
ム
ト
l

ル
氏
の
こ
の
著
は
中
世
文
学
の
新
し
い
解
釈
法
へ
の
基
礎
的
立
場
の
表
明
で
あ
っ
て
、
細
部
に
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
「
ヴ
ィ
ダ
」
の
問
題- 26 -

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
反
論
を
許
す
点
も
あ
ろ
う
し
、
ロ
マ
ン
を
鍵
盤
の
な
い
も
の
と
捉
え
る
の
も
、
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ン
風
ロ
マ
ン
ス
、
又
、
ェ
、
不
ア
ス
物
語
に
つ

い
て
同
様
に
論
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
り
、
持
情
詩
を
そ
の
旋
律
を
切
捨
て
て
論
じ
得
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
ド
ラ
ゴ
ネ
ッ
テ
ィ
、

ク
レ
モ
、
不l
ジ
、
ケ
l

ラ
l

等
の
多
く
の
論
究
と
共
に
中
世
修
辞
法
に
つ
い
て
新
ら
し
き
局
面
を
拓
き
、
失
な
わ
れ
た
感
性
に
つ
い
て
我
々
に
視
野
を
与
え
る

論
究
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
乙
の
書
の
中
で
多
く
の
作
品
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
新
し
い
解
釈
の
可
能
性
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
点

で
の
寄
与
も
大
で
あ
る
。
今
後
、
中
世
文
学
研
究
上
、
必
ら
ず
参
照
す
べ
き
書
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

E
巳

N
g自
任
。
円
h
a
h
g内
定
時
間
同
町
町
内
静
ミ
室
内
旬
、
足

H
m
Q
R
S
b司会
。
ぬ
ま
さ
さhH
a偽
（
旬
、
ー
し
門
口
、
包
号
、

2

）
N
N
2恒
・
3
同
F
n
・
E
E
の
一
宮
山
A呂
田
円5
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